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Ｃ日程 国語 マークシート問題 正答 （90点分） 

 

  

 問題番号 解答欄 
 

Ⅰ 

1 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

2 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

3 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

4 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

5 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

6 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

7 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

8 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

9 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

10 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 

11 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 

12 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 

Ⅱ 

13 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

14 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

15 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

16 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

17 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

18 ① ② ③ ④ ⑤ ５点 

19 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

20 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

21 ① ② ③ ④ ⑤ ２点 

22 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 

23 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 

24 ① ② ③ ④ ⑤ ３点 
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Ｃ
日
程 

国
語 

記
述
式
問
題 

解
答
例
（
一
〇
点
分
） 

 
【
採
点
基
準
】
●
は
大
き
な
規
準 

 

続
く
Ⅰ
以
外
は
、
共
通
ル
ー
ル
。 

 

●
問
題
に
対
し
て
文
意
が
通
っ
て
い
な
い→

０
点 

●
指
定
し
た
語
句
が
書
か
れ
て
い
な
い→

０
点 

Ⅰ.  
 

作
問
者
の
指
示
に
よ
る
内
容 

（
次
ペ
ー
ジ
） 

Ⅱ.  
 

文
末
指
示
と
の
接
続
が
適
切
で
は
な
い→

１
点
減
点 

※
値
に
「
－
」
を
つ
け
る 

Ⅲ.  
 

誤
字
脱
字→

そ
の
都
度
１
点
減
点 
※
値
に
「
－
」
を
つ
け
る 

Ⅳ.  
 

Ⅰ
～
Ⅲ
の
合
計
を
記
入 

 

Ⅰ 

問
七 

キ
ー
ワ
ー
ド 

「
外
部
」・「
我
の
強
さ
」・「
排
他
的
」・「
侵
略
的
」 

五
〇
字
以
内 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
は
）
己
の
原
理
・
原
則
を
貫
く
我
の
強
さ
を
持
ち
、
外
部
の
原
理
・
原
則
を
認
め
ず
侵
略
す
る
排
他
的
か
つ
侵
略
的
な
文
化 

（
四
五
字
）（
で
あ
る
。） 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
は
）
お
の
れ
の
原
理
・
原
則
を
貫
く
我
の
強
さ
を
持
ち
、
外
部
を
認
め
な
い
排
他
的
で
、
侵
略
的
な
文
化
（
三
八
字
） 

（
で
あ
る
。） 
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Ⅰ.  
 

作
問
者
の
指
示
に
よ
る
内
容 

 

 

問
題
文
５
ペ
ー
ジ
「
日
本
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
孜
々

し

し

と
し
て
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
～
」
以
降
の
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
「
外
部
」「
我

の
強
さ
」
「
排
他
的
」
を
使
い
要
約
す
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

問
題
文
５
ペ
ー
ジ
「
は
じ
め
に
結
論
を
い
っ
て
お
け
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
文
化
で
あ
る
。
お
の
れ
の
原
理
・
原
則
を
貫

き
、
他
に
も
強
要
す
る
独
善
的
＝
侵
略
的
文
化
で
あ
る
。
自
分
た
ち
だ
け
が
人
間
で
あ
り
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
「
虫
け
ら
」
同
然
に
扱
う
傲
慢
不

遜
な
文
化
で
あ
る
。
」
や
「
西
洋
流
の
文
化
的
必
然
主
義
と
は
、
世
界
の
中
心
に
自
己
を
定
位
し
、
自
分
の
物
差
し
で
世
界
を
解
釈
す
る
自
己
中
心

的
な
ス
タ
ン
ス
（
中
華
思
想
）
の
こ
と
だ
。
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
下
世
話
で
い
う
「
我
の
強
さ
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
我

が
強
い
の
だ
。
」、
問
題
文6

ペ
ー
ジ
「
と
に
か
く
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
恐
ろ
し
く
排
他
的
で
、
独
善
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
」
や
「
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
は
必
然
性
（
原
理
・
法
則
）
を
求
め
る
心
性
と
そ
の
文
化
の
独
善
性
（
自
己
中
心
性
）

は
通
底
し
て
い
る
必
然
性
は
自
己
の
内
部
に
し
か
そ
の
根
拠
を
見
い
だ
さ
な
い
。
必
然
的
な
も
の
を
求
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
「
外
部
」
あ
る
い

は
「
他
者
」
に
拠
り
所
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
「
外
部
」
あ
る
い
は
「
他
者
」
を
認
め
よ
う
と
も
し
な
い
。」 

等
の
内
容
を
ま
と
め
る 
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 Ⅱ 

問
五 

キ
ー
ワ
ー
ド 

「
キ
ャ
リ
ア
」・「
無
意
識
」・「
周
囲
」 

四
〇
字
以
内 

 

（
一
般
の
人
も
、）
職
業
生
活
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
に
つ
れ
無
意
識
の
う
ち
に
周
囲
か
ら
受
け
る
期
待
が
大
き
く
な
る
（
三
七
字
）（
か
ら
。） 

 

Ⅰ.  
 

作
問
者
の
指
示
に
よ
る
内
容 

 

 

引
用
文
最
後
か
ら
２
行
目
「
つ
ま
り
～
」
を
ふ
ま
え
た
次
の
２
点 

１.
 

無
意
識
（
知
ら
ず
知
ら
ず
）
の
う
ち 

２.
 

期
待
が
大
き
く
（
重
く
）
な
っ
て
い
る に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

  


